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茨
城
県
保
育
協
議
会
委
員
会
活
動
内
容

に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。総

務
委
員
会
を
除
く
五
つ
の
委
員
会
で

は
、
保
育
協
議
会
の
副
会
長
の
方
々
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
員
長
、
副
委
員
長
を

中
心
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
さ
ん
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
活
動
内
容
は
、
以
下
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

○
事
務
局

福
祉
会
館
の
二
階
、
社
会
福
祉
協
会
の

並
び
に
席
を
構
え
、
二
人
で
担
当
し
て
い

ま
す
。
主
に
研
修
会
の
開
催
や
役
員
会
・

委
員
会
の
開
催
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
当
番
県
と

い
う
事
で
、
昨
年
度
よ
り
社
協
と
の
連
絡

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
約
一
年
余
り
を
か

け
て
の
開
催
事
務
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

後
も
役
員
さ
ん
始
め
、
会
員
の
皆
様

の
活
動
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

◎
保
育
の
日
委
員
会

保
育
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
準
備

を
す
る
役
目
で
す
。
県
保
育
協
議
会
長
及

び
副
会
長
と
事
務
局
の
方
々
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
た
十
五
人
の
保
育
の

日
委
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
保

育
大
会
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
次
年
度
の

開
催
場
所
と
講
演
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

検
討
し
ま
す
。
開
催
場
所
は
、
参
加
人
数

に
対
応
で
き
る
ホ
ー
ル
の
座
席
数
、
ト
イ

レ
の
数
や
駐
車
場
の
広
さ
を
踏
ま
え
、
地

理
的
に
も
毎
年
偏
り
な
く
巡
れ
る
よ
う
に

と
配
慮
し
て
い
ま
す
。
講
演
等
に
つ
い
て

は
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
参
加
す
る
事
で
自

己
啓
発
に
つ
な
が
り
再
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

検
討
し
、『
参
加
し
て
良
か
っ
た
』
と
笑

顔
の
感
想
を
い
た
だ
け
る
よ
う
委
員
全
員

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
保
育
環
対
策
部
会

委
員
会
名
の
通
り
、
保
育
環
境
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
の
、
行
政
と
の
取
り
ま
と

め
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
組
織
で

す
。主

な
活
動
と
し
て
は
、
県
の
子
ど
も
家

庭
課
と
の
情
報
交
換
、
保
育
協
議
会
の
保

育
環
境
対
策
委
員
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

県
社
協
や
行
政
へ
の
窓
口
と
し
て
、
保
育

推
進
連
盟
と
共
に
予
算
要
望
を
行
い
、
ま

た
保
育
三
団
体
正
副
長
会
議
へ
の
出
席
に

よ
っ
て
予
算
要
望
や
、
国
へ
の
陳
情
の
た

め
の
協
力
金
の
依
頼
、
署
名
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
か
ら
、
保
育
の
質
の
向
上

の
た
め
に
、
職
員
の
配
置
基
準
を
含
め
た

改
善
、
整
備
交
付
金
、
乳
幼
児
期
の
教
育
・

保
育
の
無
償
化
、
子
ど
も
子
育
て
新
制
度

の
見
直
し
に
向
け
て
の
対
応
な
ど
、
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
さ
ら
に
良
い
環
境
に
し
て
い

く
た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
研
修
委
員
会

研
修
委
員
会
は
茨
城
県
保
育
協
議
会
研

修
担
当
副
会
長
・
研
修
委
員
長
・
研
修
副

委
員
長
県
内
十
五
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
任
さ

れ
た
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
修
は
、
保
育
士
研
修
会
・
中
堅
保
育

士
研
修
会
・
保
育
研
究
研
修
会
・
食
育
研

修
会
・
看
護
職
員
研
修
会
・
主
任
保
育
士

研
究
協
議
会
・
保
育
研
究
発
表
会
・
所
長

研
修
会
な
ど
年
八
回
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
茨
城
県
の
保
育
士
人
材
確
保
の
為

に
、
潜
在
保
育
士
の
研
修
会
も
県
か
ら
委

託
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
委
員

の
仕
事
は
こ
の
よ
う
な
研
修
会
の
企
画
と

運
営
で
す
。
年
五
回
の
研
修
委
員
会
を
開

催
し
、
講
師
の
選
定
と
会
場
・
日
程
調
整

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
に
ふ
さ

わ
し
い
講
師
・
学
ん
で
み
た
い
講
師
を
選

定
す
る
の
で
す
が
、
空
い
て
い
る
会
場
選

び
と
講
師
の
先
生
の
都
合
を
合
わ
せ
て
決

め
て
い
く
の
が
大
変
で
す
。
研
修
委
員
は

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
講
師
の
情
報
を

集
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
の
研
修
を
加
味
し
な
が

ら
、
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
に
い
か
な
い
職
員
に

目
を
向
け
、
ど
ん
な
研
修
が
必
要
と
さ
れ

る
の
か
、
研
修
委
員
全
員
で
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

特特
集集茨茨

城城
県県
保保
育育
協協
議議
会会

民

間

公

立

常設委員会

研

修

保
育
の
日

広

報

保
育
対
策

総

務

事務局

特別委員会

保育協議会

会 員

理 事 会

代 議 員 会

ブロック協議会
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水
戸
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
水
戸
市
と
城
里
町

の
公
立
十
四
、
私
立
四
十
二
の
計
五
十
六

施
設
、
七
百
五
十
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

各
部
会
で
は
、
専
門
性
を
高
め
る
研
修
会

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◎
施
設
長
部
会
（
年
三
回
）

年
度
初
め
に
、
子
ど
も
の
感
染
症
予
防

に
つ
い
て
の
話
を
、
保
健
所
職
員
か
ら
聞

き
ま
し
た
。
視
察
研
修
で
は
、
食
べ
る
こ

と
は
生
き
る
こ
と
〜
給
食
も
お
や
つ
も
手

作
り
す
る
こ
と
を
大
切
に
〜
を
テ
ー
マ
に

食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
鹿
嶋
の

保
育
園
「
野
草
舎
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

◎
保
育
士
部
会
全
体
会
（
年
二
回
）

講
習
会
で
は
「
劇
遊
び
の
指
導
法
の
工

夫
」
を
学
び
ま
し
た
。
劇
遊
び
は
総
合
的

な
活
動
で
あ
り
、
ど
ん
な
力
を
育
て
た
い

の
か
を
考
え
、
先
生
自
身
が
楽
し
く
演
じ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
で
は
、
牛
久
の
「
つ
つ
じ
が

丘
ふ
た
ば
ラ
ン
ド
」
に
て
、
食
育
計
画
に

基
づ
い
た
保
育
の
展
開
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー

除
去
食
等
の
提
供
に
お
け
る
職
員
連
携
の

様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
給
食
部
会
（
年
四
回
）

食
品
衛
生
及
び
保
育
所
に
お
け
る
栄
養

管
理
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

行
方
の
「
や
き
い
も
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

見
学
で
は
、
茨
城
の
特
産
物
で
あ
る
さ
つ

ま
い
も
に
つ
い
て
の
歴
史
等
を
学
び
ま
し

た
。調

理
実
習
で
は
、
大
量
調
理
向
け
や
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
メ
ニ
ュ
ー
を
、
根
本
悦
子

先
生
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◎
全
体
会
（
年
二
回
）

講
演
会
で
は
、
茨
城
大
学
の
勝
二
博
亮

先
生
よ
り
「
幼
児
期
に
お
け
る
不
器
用
さ

の
支
援
を
考
え
る
」
と
題
し
、
気
に
な
る

子
ど
も
へ
の
気
づ
き
と
対
応
に
つ
い
て
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。

恒
例
の
親
睦
会
は
、
星
野
由
美
子
さ
ん

に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
す
。
歌
と
演
奏
を
聴
き
、
心
豊
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

研
究
委
員
会
は
、「
み
ん
な
で
食
べ
る

と
お
い
し
い
な
」
主
任
会
で
は
、「
保
護

者
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
二
年
間
研
究
を
進

め
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
と
保
護
者
、
そ
し
て

職
員
み
ん
な
が
、
笑
顔
で
繋
が
る
保
育
所

（
園
）
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
つ
く
ば
市
と
つ

く
ば
み
ら
い
市
の
公
立
二
十
八
・
私
立
三

十
六
施
設
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数
は
七
百

六
十
八
名
に
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
、
各
部
会
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
会
（
年
三
回
）

◎
施
設
長
部
会
（
会
議
年
二
回
）

・
合
同
講
習
会

「
保
育
所
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
対
応
」

講
師

佐
藤
さ
く
ら
氏

「
若
手
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」

講
師

孫
ち
ょ
ん
す
氏

・
施
設
見
学
研
修

（
栄
養
士
・
調
理
員
対
象
）

「
ト
モ
エ
乳
業
」

・
民
間
保
育
園
と
の
共
催
事
業

「
食
育
フ
ェ
ア
」

◎
保
育
士
部
会

・
主
任
保
育
士
研
究
会
（
年
五
回
）

テ
ー
マ
「
保
育
所
（
園
）
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
る
た
め
に
」

主
任
保
育
士
と
し
て
で
き
る
こ
と

・
講
演
会
（
年
二
回
）

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

水
戸
ブ
ロ
ッ
ク

保
育
協
議
会

会
長

清

水

明

子

（
水
戸
市
立
新
原
保
育
所
）

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク

保
育
協
議
会

会
長

山

中

美
世
子

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
立
伊
奈
第
４
保
育
所
）

〈茨城大学教育学部勝二博亮教授の講演〉〈気になる子への気づきと対応〉
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「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

講
師

大
江

惠
子
氏

「
気
に
な
る
子
と
保
護
者
支
援
」

講
師

前
田

泰
弘
氏

・
講
習
会
（
年
三
回
）

「
そ
の
場
で
出
来
る
簡
単
シ
ア
タ
ー
」

講
師

大
森

靖
枝
氏

「
以
上
児
向
け
の
運
動
遊
び
」

講
師

中
右

貴
久
氏

「
わ
ら
べ
う
た
遊
び
」

講
師

相
崎

伸
子
氏

・
保
育
士
研
究
委
員
会
（
年
七
回
）

テ
ー
マ
「
体
幹
を
育
て
る
遊
び
」

楽
し
く
遊
ん
で
運
動
機
能
を
高
め
る

◎
保
健
部
会

・
講
演
会

「
小
児
外
来
で
見
る
発
達
障
害
に
つ

い
て
」

講
師

衣
笠

英
世
氏

◎
調
理
部
会

・
講
習
会
（
年
二
回
）

「
食
品
衛
生
に
つ
い
て
」

講
師

前
田

裕
子
氏

河
合
眞
生
子
氏

「
魚
料
理
の
新
し
い
調
理
法
」

講
師

大
洗
ホ
テ
ル
総
料
理
長

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
図
り
、

保
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
充
実

し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

県
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
古
河
市
、
境
町
、

五
霞
町
、
坂
東
市
の
公
立
十
一
、
私
立
十

四
の
計
三
十
五
施
設
で
構
成
さ
れ
、
会
員

数
は
四
百
八
十
五
名
に
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
施
設
長
部
会
（
会
議
年
六
回
）

・
施
設
長
研
修
会

「
幼
保
小
の
連
携
・
接
続
に
つ
い
て

〜
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
の
取

り
組
み
を
中
心
に
〜
」

講
師

茨
城
県
教
育
庁
就
学
前

教
育
・
家
庭
教
育
推
進
室

室
長

大
�

弘
美
氏

・
施
設
研
修

文
京
区
立
お
茶
の
水
女
子
大
学
こ
ど

も
園

・
合
同
研
修
会
「
歌
の
ち
か
ら
」

講
師

新
沢
と
し
ひ
こ
氏

◎
保
育
士
部
会

・
保
育
士
代
表
者
会

テ
ー
マ
「
気
に
な
る
子
に
つ
い
て
」

・
保
育
研
究
会

テ
ー
マ
「
幼
児
（
年
少
〜
年
長
）
の

午
睡
の
実
態
と
午
睡
の
在
り
方
の

研
究
」

・
保
育
士
研
修
会

「
保
育
に
生
か
せ
る
楽
し
い
リ
ズ
ム

遊
び
」

講
師

ケ
ロ
ポ
ン
ズ

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
ん
な
大
切
〜

子
ど
も
の
心
に
気
づ
く
と
き
〜
」

講
師

く
す
の
き
し
げ
の
り
氏

◎
調
理
部
会

・
視
察
研
修
（
工
場
見
学
）

ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
ハ
ラ
ダ

岩
下
新
生
姜

保
育
界
も
変
革
の
嵐
の
中
に
い
ま
す
。

部
会
ご
と
に
、
今
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
行
政
担
当
者
や
先
駆
的
取
り
組
み
を

し
て
い
る
園
で
の
学
び
、
絵
本
作
家
の
方

の
お
話
や
歌
遊
び
、
体
操
遊
び
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。忙
し
い
日
々
の
中
で
す
が
、

会
員
相
互
が
交
流
し
、
力
量
を
高
め
て
い

く
こ
と
で
み
ん
な
の
笑
顔
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
西
ブ
ロ
ッ
ク

保
育
協
議
会

会
長

菊

地

弘

子

（
認
定
こ
ど
も
園
境
い
ず
み
保
育
園
）

〈体を動かし保育に活かせる研修〉〈栄養士・調理員は乳製品製造工場を見学〉

〈絵本作家 くすのきしげのり先生を囲んで〉

―３―

県 保 協



テ ー マ すべての人が子どもと子育てに

関わりを持つ社会の実現をめざして

趣 旨

平成２８年６月「ニッポン一億総活躍プラン」が閣議決定され、量的拡充、質の改善のために政府が推進

する「待機児童解消加速化プラン」は当初目標を上回るペースで施設整備が進んでいます。

しかし、依然として待機児童は増え続け、保育士確保が量的拡充に追いついていません。

保育士確保のための様々な施策が打ち出されていますが保育士不足はかなり深刻です。特に早期の処遇

改善が強く求められます。

一方、平成２７年度末には社会福祉法人改革を行うための社会福祉法の一部を改正する法案が可決され、

法人としてのあり方が求められています。現代社会の抱える様々な福祉ニーズを受け止め、向き合い、柔

軟に法人運営をしていくことが求められるでしょう。

私たち保育関係者は、これらの様々な現状を踏まえて、保育者一人ひとりの資質の向上、地域の子育て

支援、皆に愛される園になるよう努めなければなりません。

そして、何よりも子どもたちの笑顔と最善の幸せ、成長を願い、すべての人が子どもと子育てに関わり

を持つ社会の実現をめざして、本大会を開催いたします。

主 催

茨城県保育協議会・茨城県民間保育協議会・社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

後 援

茨城県・茨城県市長会・茨城県町村会・結城市

期 日

平成２９年１１月１１日�

会 場

結城市民文化センターアクロス

茨城県結城市中央２－２ TEL ０２９６－３３－２００１

参 加 者

県市町村関係者・保育所関係者・保育所保護者

第３９回

茨城県保育大会

―４―

県 保 協



永年会員表彰者

（８５名）

〈会場をまき込んで〉

笑顔いっぱい
会場の様子

〈平成２９年度茨城県保育協議会会長表彰者代表〉

〈スカンポといっしょに…〉

〈会場にひびく「花のおさなご」〉

おめでとう

ございます

―５―

県 保 協
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十
一
月
十
一
日
に
結
城
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
「
ア
ク
ロ
ス
」
を
会
場
に
、
第
三
十

九
回
茨
城
県
保
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

私
は
永
年
勤
続
の
表
彰
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
、今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

保
育
士
に
な
っ
て
か
ら
の
十
八
年
と
い

う
年
月
は
、
同
じ
年
は
な
く
、
重
ね
る
ご

と
に
保
育
へ
の
考
え
方
や
向
き
合
い
方
も

深
み
を
増
し
て
い
っ
た
。
子
ど
も
達
か
ら

学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
日
々
成
長
、
日
々
勉

強
だ
と
思
え
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、「
言
葉
の
力
」を
テ
ー

マ
に
し
た
金
原
亭
世
之
介
師
匠
の
講
演
が

聞
け
た
。

保
育
の
世
界
も
日
々
、
人
と
関
わ
る
職

業
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
表
情
、
態
度
、
言

葉
な
ど
に
気
を
払
い
つ
つ
、
子
ど
も
や
保

護
者
、
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

上
手
に
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

講
演
で
は
、
朝
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
を
ど
う
発
す
る
か
か
ら
、
今
日
一

日
を
ど
う
ス
タ
ー
ト
で
き
る
か
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
く
る
程
の
大
切

な
一
言
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

た
。
言
葉
の
発
し
方
に
よ
り
、
体
に
も
た

ら
す
影
響
が
あ
る
と
力
強
く
立
証
し
な
が

ら
教
え
て
下
さ
っ
た
話
に
、
目
が
覚
め
る

思
い
だ
っ
た
。
今
の
ま
ま
で
は
毎
日
が
も

っ
た
い
な
い
と
感
じ
る
程
、
も
っ
と
言
葉

の
持
つ
能
力
を
理
解
し
使
え
ば
、
心
地
の

良
い
よ
り
良
い
人
間
関
係
が
作
れ
る
の
だ

と
い
う
思
い
が
持
て
た
。
今
後
は
、
是
非

意
識
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
現
役
保
育
士
ユ
ニ
ッ
ト
「
す

か
ん
ぽ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
子
ど
も
達

と
楽
し
め
る
あ
そ
び
歌
が
盛
り
沢
山
で
、

会
場
で
味
わ
え
た
ワ
ク
ワ
ク
感
が
忘
れ
ら

れ
な
い
体
験
と
な
っ
た
。
同
じ
保
育
士
で

あ
り
な
が
ら
、想
像
を
形
に
で
き
る
才
能
、

努
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
と
て
も
憧
れ
を
も

っ
た
。
た
だ
、
自
分
に
は
出
来
な
い
と
思

う
よ
う
に
は
せ
ず
、良
い
も
の
を
吸
収
し
、

て
自
分
自
身
も
心
を
い
つ
も
新
鮮
に
、
楽

し
い
保
育
を
も
っ
と
し
て
い
き
た
い
と
思

え
る
刺
激
を
も
ら
え
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ

た
。
人
間
形
成
に
大
切
な
乳
幼
児
期
に
関

わ
る
仕
事
で
あ
る
こ
の
道
を
選
び
、
こ
こ

ま
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

今
回
の
保
育
大
会
で
の
受
賞
を
通
じ
改
め

て
感
謝
し
、今
後
も
気
持
ち
を
引
き
締
め
、

よ
り
良
い
保
育
を
目
指
し
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

ド
ラ
イ
ブ
日
和
の
大
会
当
日
、
会
場
に

向
か
う
景
色
で
は
、
日
頃
か
ら
見
慣
れ
て

い
る
筑
波
山
が
、
場
所
に
よ
っ
て
こ
ん
な

に
も
違
っ
て
観
え
る
こ
と
に
驚
き
、
感
動

し
な
が
ら
会
場
に
入
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
表
彰
・
講
演
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
短
時
間
の
中
、
盛
り
沢
山
の
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

永
年
表
彰
で
は
、
保
育
勤
続
年
数
十
五

年
以
上
者
の
方
々
が
呼
名
紹
介
さ
れ
、
各

先
生
方
の
後
ろ
姿
が
と
て
も
誇
ら
し
く
感

じ
ま
し
た
。
代
表
者
挨
拶
の
中
に
「
感
謝

を
忘
れ
ず
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
耳
に
残

り
、
普
段
仕
事

を
し
て
い
る
こ

と
が
当
た
り
前

で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
達

に
助
け
ら
れ
、

支
え
ら
れ
て
継

続
で
き
て
い
る

こ
と
に
、
自
分

自
身
の
日
常
と

重
な
り
、
改
め

て
職
場
の
仲

間
・
家
族
に
感

謝
の
想
い
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
「
言
葉
の
力
」
を
テ
ー
マ

に
、日
頃
の
挨
拶
や
意
識
し
て
声
を
出
し
、

笑
顔
で
い
る
と
、そ
の
場
で
脳
が
察
知
し
、

身
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
を
実

践
し
な
が
ら
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

朝
の
挨
拶
や
笑
顔
が
、
身
体
の
柔
軟
性
ま

で
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
何
と
も
不
思
議

が
い
っ
ぱ
い
の
講
演
に
、
会
場
が
笑
い
と

笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
現
役
保
育
士
さ
ん
コ
ン

ビ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会
場
内
は
更

に
笑
い
い
っ
ぱ
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
保
育
大
会
が
、
参
加
者
の

笑
い
声
と
笑
顔
の
時
間
と
な
り
、
明
日
か

ら
の
保
育
は
今
ま
で
以
上
に
笑
顔
と
元
気

な
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

永
年
勤
続
表
彰

保保
育育
大大
会会
にに
参参
加加
しし
てて

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

田
尻
徳
風
保
育
園

保
育
士

星

野

め
ぐ
み

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク

富
士
見
ヶ
丘
認
定
こ
ど
も
園

園
長

川

又

朋

子

受賞おめでとう
ございます

〈「言葉の力」金原亭世之介師匠〉

―６―

県 保 協
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十
一
月
十
一
日
、
結
城
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
ア
ク
ロ
ス
に
て
「
す
べ
て
の
人
が
子

ど
も
と
子
育
て
に
関
わ
り
を
持
つ
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
第
三
十
九
回
保
育
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
者
、
来
賓
の
方
々
の
挨
拶

や
祝
辞
が
あ
り
、
保
育
所
運
営
に
対
す
る

沢
山
の
期
待
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

「
待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
は
、

当
初
目
標
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
施
設
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
待
機

児
童
は
増
え
続
け
、
保
育
士
確
保
が
追
い

つ
か
な
い
状
態
で
す
。
保
育
士
の
処
遇
改

善
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
原
亭
世
之
介
師
匠
の
講
演
「
言
葉
の

力
」
で
は
、
直
接
客
席
に
入
り
話
し
な
が

ら
進
め
た
り
挨
拶
や
会
話
に
よ
っ
て
身
体

が
ど
ん
な
影
響
を
受
け
る
の
か
を
、
熱
心

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
言
葉
に
よ
っ

て
自
分
の
能
力
を
上
げ
て
い
く
言
語
誘
導

や
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
て
物
事
の
違
い
や

見
え
る
物
に
よ
っ
て
受
け
る
影
響
、
視
覚

誘
導
、
実
際
に
手
の
平
や
顔
を
上
に
向
け

た
時
と
、
腕
を
組
み
下
を
向
い
た
時
の
思

い
、
浮
か
び
方
の
違
い
等
の
導
体
誘
導
を

参
加
者
皆
で
体
験
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
世
之
介
師
匠
か
ら
子
ど
も
を

叱
っ
て
も
、
最
後
に
は
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
る
言
葉
を
添
え
れ
ば
、
子
ど
も
は
伸

び
る
こ
と
や
、
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
に

も
「
頑
張
れ
」
だ
け
で
は
な
く
「
頑
張
れ
！

あ
な
た
な
ら
出
来
る
」
と
言
っ
た
方
が
心

地
良
く
感
じ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
の
保
育
の
中
で
、
子
ど
も
達
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
、
私
た
ち
保
育
士
に
は
大
切
で
あ
る
こ

と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
現
場
に
持

ち
帰
り
実
践
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。午

後
か
ら
は
現
役
保
育
士
ユ
ニ
ッ
ト

「
す
か
ん
ぽ
」
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。
保
育
雑
誌
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
の
で
、
現
場
で
の
保
育
の
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
客
席
の
参
加
者
も
隣
の

人
と
曲
に
合
わ
せ
て
、
手
遊
び
や
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
し
た
り
、
ア
レ
ン
ジ
曲
は
、
全

員
立
ち
上
が
り
体
を
動
か
し
、
会
場
全
体

が
一
つ
に
な
り
楽
し
く
参
加
出
来
ま
し

た
。
振
り
付
け
も
子
ど
も
が
楽
し
め
る
覚

え
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
が
、
二

人
の
歌
声
や
、
パ
ワ
フ
ル
な
動
き
で
、
見

て
い
る
私
達
ま
で
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

明
日
か
ら
の
保
育
に
活
か
し
て
行
き
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
達
保
育
士
は
、
専
門
職
と
し
て
の
認

識
を
高
め
な
が
ら
常
に
明
る
い
声
と
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
、
よ
り
良
い
保
育
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
し
お
か
ブ
ロ
ッ
ク

か
す
み
が
う
ら
市
立
わ
か
ぐ
り
保
育
所

保
育
士

服

部

智

美

花
の
お
さ
な
ご

桜
井

鱗
子

作
詞

大
中

寅
二

作
曲

一
、
あ
け
ぼ
の
の
光
に
も
え
て

咲
き
い
ず
る
花
の
お
さ
な
ご

あ
た
ら
し
き
の
ぞ
み
の
め
ば
え

は
ぐ
く
む
ほ
こ
り

お
お
こ
の
よ
ろ
こ
び

二
、
も
も
く
さ
の
ふ
た
ば
の
び
て

と
り
ど
り
に
花
の
お
さ
な
ご

た
の
も
し
き
お
く
に
の
ち
か
ら

つ
ち
か
う
ほ
こ
り

お
お
こ
の
よ
ろ
こ
び

三
、
あ
お
ぞ
ら
の
光
は
う
ら
ら

よ
に
ひ
ら
く
花
の
お
さ
な
ご

手
つ
な
ぎ
の
た
の
し
き
つ
ど
い

み
ち
び
く
ほ
こ
り

お
お
こ
の
よ
ろ
こ
び

〈すかんぽコンサート〉

〈笑顔いっぱい〉

―７―
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新
任
保
育
士
の
み
が
参
加
可
能
で
あ
る

貴
重
な
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
県

内
各
所
か
ら
参
加
し
た
新
任
保
育
士
と
共

に
、
保
育
士
と
し
て
の
在
り
方
を
顧
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
朝
比
奈
泰
子
先
生
に
よ
る
講
演

で
は
新
任
保
育
士
と
し
て
の
心
構
え
や
、

現
代
社
会
に
お
け
る
保
育
士
の
役
割
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
印
象
深
か
っ
た

内
容
が
、「
素
直
さ
を
忘
れ
ず
に
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
例
え
ば
、
保
護
者

か
ら
の
疑
問
や
質
問
に
お
い
て
の
不
明
な

点
に
関
し
て
は
、
曖
昧
な
返
答
を
す
る
の

で
は
な
く
、
多
少
時
間
が
掛
か
っ
て
も
き

ち
ん
と
調
べ
て
か
ら
答
え
る
こ
と
が
信
頼

関
係
を
構
築
さ
せ
る
と
い
う
お
話
で
し

た
。
こ
れ
は
保
育
所
内
の
職
員
同
士
の
関

係
に
お
い
て
も
同
様
で
、
か
つ
、
不
明
な

点
は
具
体
的
に「
こ
こ
ま
で
は
分
か
る
が
、

こ
こ
が
分
か
ら
な
い
」
と
素
直
さ
と
意
欲

を
見
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
関
係
性
を

育
む
こ
と
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
を
学

び
、
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。次

に
、
講
師
の
田
山
さ
ち
子
先
生
と
共

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
「
い
っ
す

ん
ぼ
う
し
」
の
人
形
劇
の
制
作
を
行
な
い

ま
し
た
。
身
近
な
廃
材
を
利
用
し
た
制
作

で
、
今
後
に
生
か
し
や
す
い
学
び
と
な
り

ま
し
た
。
田
山
先
生
に
よ
る
制
作
方
法
や

劇
の
演
じ
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
緒

に
参
加
し
た
保
育
士
の
皆
さ
ん
の
制
作
に

お
い
て
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
な
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
な
く
、
各
保
育
所
の
情
報

共
有
や
新
任
ゆ
え
の
悩
み
を
話
し
合
う
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
や
保
護
者
と

の
関
係
構
築
や
保
育
所
内
の
人
間
関
係
に

つ
い
て
の
悩
み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

グ
ル
ー
プ
内
で
解
決
策
を
見
出
す
と
い
う

よ
り
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
合
い
、
ま

た
皆
同
じ
思
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
の
安

心
感
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
新
任
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の

研
修
を
通
し
て
初
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
保
育
士
と
し
て

の
自
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。今
回
学
ん
だ
こ
と
を
礎
に
、

今
後
も
経
験
を
重
ね
、
成
長
し
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
伝
わ
る
文
章
の

書
き
方
（
保
育
士
さ
ん
編
）」、「
子
ど
も

を
預
か
る
現
場
に
お
け
る
深
刻
事
故
予
防

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
の
講
演
で
は
、
相
手
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
文
章
を
書
く
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
、「
短
く
書
く
」「
重
複
を
省
く
」

「
具
体
的
に
書
く
」
と
い
う
三
つ
に
気
を

付
け
る
こ
と
、お
た
よ
り
や
連
絡
帳
で
は
、

同
じ
文
章
や
言
葉
で
も
受
け
る
感
じ
方
は

人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
意

識
し
て
書
く
事
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。現

在
、
文
章
を
書
く
際
に
よ
く
添
え
ら

れ
て
い
る
何
文
字
以
上
、
と
い
う
言
葉
に

よ
り
、
長
い
文
は
良
い
と
思
い
込
ん
で
い

る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
長
い
文
は
伝
わ
り
に
く
く
、
結
論

に
達
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

た
め
相
手
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
、
と

い
う
事
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。
又
、
一

人
ひ
と
り
感
じ
方
は
違
う
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
連
絡
帳
で
よ
く
使
わ
れ
る
小
さ
い
や

大
き
い
、
元
気
や
頑
張
る
等
も
具
体
的
に

中
身
を
知
ら
せ
て
あ
げ
る
、
工
夫
と
配
慮

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
二
つ
目
の
講
演
で
は
、「
リ
ス
ク
」

と
い
う
こ
と
で
。�
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
�
と
�
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
�
の
違

い
を
知
り
、対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

人
間
は
、「
楽
観
バ
イ
ア
ス
」
と
呼
ば

れ
、
自
分
の
周
り
で
悪
い
こ
と
は
起
こ
ら

な
い
と
い
う
考
え
を
誰
し
も
持
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
保
育
士
は
、

子
ど
も
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
社
会
的
責

任
が
あ
り
、
リ
ス
ク
を
出
来
る
限
り
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
睡
眠
チ
ェ
ッ
ク
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
、
誤
嚥
、
プ
ー
ル
事
故
等
、
指

を
使
っ
て
意
識
を
向
け
言
葉
に
出
し
て
保

育
士
間
で
確
認
し
た
り
、
深
刻
事
故
が
起

き
て
し
ま
っ
た
時
を
想
定
し
て
対
応
を
学

ん
で
お
く
事
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
を
心
に
と
め
、
こ
れ
か
ら
も
保
育
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
自
分
自

身
文
章
を
好
き
に
な
り
、
言
葉
の
森
を
育

て
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

平
成
二
十
九
年

職
員
研
修

新
人
研
修
に
参
加
し
て

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク

つ
く
ば
市
立
二
の
宮
保
育
所

保
育
士

中

村

可
菜
絵

中
堅
保
育
研
修
に
参
加
し
て

県
央
ブ
ロ
ッ
ク

恵
泉
保
育
園

保
育
士

藤

沼

静

佳

―８―
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社
会
福
祉
法
人
夢
の
種
南
高
野
保
育
園

は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
、
日
立
市

茂
宮
町
に
定
員
六
十
名
の
認
可
保
育
園
を

開
園
致
し
ま
し
た
。
日
立
南
イ
ン
タ
ー
近

く
の
田
園
風
景
が
広
が
る
自
然
に
恵
ま
れ

た
場
所
に
建
つ
園
舎
は
、
茨
城
県
材
を
使

っ
た
木
造
の
平
屋
で
、
茶
色
と
白
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
家
庭
的
な
温
か
い
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
と
、
地
域
の
方
々
や

保
護
者
か
ら
も
好
評
で
す
。
園
庭
か
ら
は

青
空
と
山
並
み
が
連
な
る
壮
大
な
景
色
が

望
め
、「
お
日
さ
ま
」
と
「
虹
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
保
育
室
内
は
、
お
日
さ

ま
や
風
が
感
じ
ら
れ
る
開
放
的
な
空
間

で
、
周
り
の
自
然
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
過

ご
す
毎
日
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
元
気

に
豊
か
に
育
て
て
い
ま
す
。

法
人
名
の
夢
の
種
は
、
園
生
活
の
中
で

た
く
さ
ん
の
友
達
や
人
と
関
わ
り
、
様
々

な
出
会
い
や
体
験
を
通
し
て
心
に
種
を
蒔

き
や
が
て
大
き
な
樹
と
な
り
、
花
を
咲
か

せ
夢
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
命
名
し

ま
し
た
。

保
育
の
特
色
と
し
て
は
、
専
門
講
師
に

よ
る
「
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
」「
茶
道
」「
体

操
教
室
」「
音
体
教
育
」
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
観
劇
会
や
お
話
会
、
老
人
ホ
ー

ム
と
の
交
流
会
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
な
ど
年
間
を
通
し
て
様
々
な
行
事
を

経
験
す
る
事
に
よ
り
、
情
操
豊
か
な
思
い

や
り
の
心
を
育
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で

楽
し
い
園
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
毎
日
提
供
さ
れ
る
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
給
食
や
お
や
つ
は
、
テ
ラ
ス
ス

ペ
ー
ス
の
「
お
日
さ
ま
ル
ー
ム
」
で
お
代

わ
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く
食
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
園
の
畑
で
は
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
野
菜
作
り
を
し
て
お
り
、
収
穫
し
た

も
の
は
給
食
や
お
や
つ
に
調
理
し
て
も
ら

い
食
育
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
内
に
は
学
童
棟
も
あ
り
交
流
の
機

会
も
多
く
、
園
児
は
先
輩
に
目
標
や
憧
れ

の
気
持
ち
を
抱
き
、
小
学
生
は
後
輩
へ
の

思
い
や
り
や
労
り
の
気
持
ち
を
育
て
、
行

事
の
お
手
伝
い
で
は
、
大
活
躍
で
達
成
感

や
喜
び
を
体
験
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

南
高
野
保
育
園
は
「
み
ん
な
の
夢
の
応

援
団
」
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
職
員
一
同
大

き
な
愛
情
を
も
っ
て
保
育
に
努
め
、
園
児

や
学
童
、
保
護
者
、
職
員
、
み
ん
な
の
家

族
の
笑
顔
が
輝
く
場
所
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

認
可
保
育
園
と
し
て
一
年
生
で
す
の

で
、
茨
城
県
保
育
協
議
会
の
皆
様
に
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
成
長
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人
夢
の
種

南
高
野
保
育
園

園
長

長
谷
川

小
夜
子

〈自然環境にめぐまれた木のぬくもりを感じる園舎〉

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

〈おひさまとにじをイメージしたホール〉
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今
か
ら
二
十
年
前
に
、
八
畳
一
間
の
小

さ
な
託
児
ル
ー
ム
を
開
設
し
、
障
が
い
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
保
育
・
学
童
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ま
わ
り

の
お
家
」
に
移
行
。
そ
し
て
、
市
内
に
あ

る
総
合
病
院
、
院
内
保
育
所
の
委
託
を
受

け
て
十
数
年
。
そ
れ
ら
が
土
台
と
な
り
、

社
会
福
祉
法
人
太
陽
会
「
百
合
が
丘
ひ
ま

わ
り
保
育
園
」
を
、
平
成
二
十
九
年
三
月

に
開
園
し
ま
し
た
。

定
員
九
十
名
、
零
歳
か
ら
五
歳
ま
で
各

十
五
名
、
十
一
月
現
在
で
七
十
六
名
の
園

児
が
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

園
舎
の
色
を
シ
ッ
ク
な
黒
に
し
た
の
は

緑
溢
れ
る
木
々
の
色
と
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
が
持
っ
て
い
る
綺
麗
な
色
が
映
え

て
、
子
ど
も
達
の
素
敵
な
個
性
を
引
き
立

て
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

ま
た
、
お
隣
の
方
の
ご
厚
意
で
八
月
の

夏
祭
り
、
九
月
の
運
動
会
に
合
わ
せ
て
第

二
園
庭
・
第
二
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。

第
二
園
庭
に
は
、
大
き
な
ね
む
の
木
と

山
桜
が
支
え
合
う
よ
う
に
そ
び
え
立
っ
て

い
て
、
毎
日
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
、
四
季
折
々
の
草
花
を

摘
ん
だ
り
、
木
の
実
を
拾
っ
た
り
し
な
が

ら
、子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
感
じ
る
五
感

と
直
感
を
大
人
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
か
ら
の
発
想
や
発
信
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
心
の

拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
「
に
こ
に
こ
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」も
開
設
し
て
い
ま
す
。

親
の
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
で
は
、「
身

体
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。」
と
笑
顔
に
な

る
様
子
を
見
て
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
、
当
園
の
保
育
理
念
は
「
生
き

る
力
を
育
む
」
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
も

の
全
て
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

育
む
と
は
「
相
手
に
対
す
る
尊
敬
と
感
謝

の
意
を
示
す
こ
と
で
、
相
手
が
自
ら
の
能

力
を
発
揮
し
よ
う
と
意
欲
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
取
り
巻
く
環
境
は
様
々
で

す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
安
心
し
た

気
持
ち
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
保
育
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
開
園
し
て
九
か
月
で
す
が
、
保
護

者
・
地
域
の
方
々
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

首
都
圏
外
郭
に
位
置
し
な
が
ら
も
、
紫

峰
の
裾
野
に
広
が
る
未
開
の
地
に
将
来
性

を
見
出
さ
れ
、
日
本
の
頭
脳
と
し
て
そ
の

名
を
世
に
轟
か
せ
る
こ
と
半
世
紀
、
近
年

で
は
都
市
化
が
進
み
更
な
る
将
来
性
が
期

待
さ
れ
る
研
究
学
園
都
市
つ
く
ば
。
そ
の

基
盤
を
支
え
る
交
通
機
関
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
市
最
西
部
に
位
置
す
る
み
ど

り
の
駅
か
ら
歩
く
こ
と
十
分
弱
、
閑
静
な

住
宅
街
と
共
に
佇
む
純
白
の
園
こ
そ
、
わ

か
ば
キ
ラ
メ
キ
保
育
園
で
あ
る
。
新
し
い

と
い
う
だ
け
で
際
立
っ
た
特
徴
は
な
い
。

敢
え
て
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
構
造
が
木
造

で
あ
る
こ
と
。
一
般
論
で
い
え
ば
木
造
は

な
ん
ら
特
筆
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
だ

が
、
素
材
の
産
地
が
『
茨
城
県
』
で
あ
れ

ば
気
に
か
け
る
方
は
多
い
と
思
う
。
欅
・

栂
・
檜
・
杉
等
、
建
材
で
使
用
さ
れ
る
代

表
的
な
木
材
は
ほ
ぼ
生
息
す
る
資
源
豊
か

な
茨
城
県
。
し
か
し
建
材
の
産
地
と
し
て

そ
の
名
が
挙
が
る
こ
と
は
な
い
。
名
声
の

境
界
は
品
質
、
大
径
で
あ
る
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
、
茨
城
県
産
材
は

無
名
だ
が
決
し
て
悪
く
は
な
い
。
寧
ろ
同

水
戸
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人
太
陽
会

百
合
が
丘
ひ
ま
わ
り
保
育
園

園
長

木

村

裕

子

可可
能能
性性
はは

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人
清
明
福
祉
会

わ
か
ば
キ
ラ
メ
キ
保
育
園

園
長

藤

田

正

幸

〈美味しい干し柿になあーれ〉〈こどもたちも柿をピューラでむきました〉
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郷
の
分
相
性
は
良
い
で
あ
ろ
う
と
捉
え
、

迷
う
こ
と
な
く
決
に
至
っ
た
。
欅
・
栂
は

高
価
な
の
で
除
外
、
杉
は
柔
ら
か
い
の
で

除
外
と
検
討
の
結
果
品
質
及
び
単
価
が
優

れ
て
い
る
檜
に
な
っ
た
。
壁
・
造
作
物
以

外
は
総
檜
だ
け
あ
っ
て
、
殊
の
外
香
り
が

良
く
、
特
に
月
曜
日
の
朝
は
癒
さ
れ
る
。

ど
れ
だ
け
香
り
の
強
い
給
食
で
あ
っ
た
と

し
て
も
翌
日
に
は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な

い
。
そ
の
芳
香
及
び
消
臭
効
果
だ
け
で
も

木
造
化
の
価
値
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

効
果
が
あ
る
。
そ
れ
は
集
団
生
活
に
お
い

て
決
し
て
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
問

題
、
感
染
症
に
お
け
る
効
果
だ
。
芳
香
及

び
消
臭
は
我
々
で
い
う
呼
吸
に
等
し
く
、

吸
入
の
際
は
様
々
な
物
質
諸
共
吸
い
込

み
、
排
出
の
際
は
木
の
香
の
み
を
吐
き
出

し
て
い
る
。
よ
く
出
来
た
空
気
清
浄
機
の

よ
う
だ
が
科
学
的
根
拠
は
な
く
、
都
合
よ

く
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
は
園
内
に

お
い
て
二
次
感
染
は
な
い
。

他
の
効
果
に
つ
い
て
は
未
確
認
だ
が
、

不
思
議
と
期
待
で
き
る
茨
城
県
産
材
、
魅

力
は
絶
大
だ
。
余
談
だ
が
筆
者
自
身
が
手

入
れ
し
て
い
る
園
庭
全
面
の
芝
生
も
園
運

営
の
可
能
性
に
加
え
て
お
き
た
い
。

元
気
の
森
保
育
園
は
、
平
成
二
十
九
年

二
月
に
社
会
福
祉
法
人
親
愛
会
の
千
波
保

育
園
、
葉
山
保
育
園
に
継
い
で
三
つ
目
の

保
育
園
と
し
て
開
園
致
し
ま
し
た
。
場
所

は
東
野
町
に
あ
り
、
茨
城
県
庁
に
も
近
く

あ
ち
こ
ち
で
雑
木
林
が
住
宅
地
へ
と
開
発

さ
れ
、
新
し
い
家
が
建
ち
並
ぶ
中
に
あ
り

ま
す
。
玄
関
に
入
る
と
、
ふ
わ
ぁ
〜
っ
と

木
の
香
り
が
し
ま
す
。
子
ど
も
達
の
手
の

届
く
と
こ
ろ
、
天
井
な
ど
至
る
所
に
木
が

使
わ
れ
て
い
て
、
温
か
い
木
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
ま
す
。
大
き
な
窓
か
ら
燦
燦
と
太

陽
の
光
が
差
し
込
む
園
舎
に
な
っ
て
い
ま

す
。園

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
職
員
で

掲
げ
た
理
想
は
「
子
ど
も
、
保
護
者
、
保

育
者
、
み
ん
な
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
け
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
。
保
育
園
で
た
く
さ
ん
の
事
に
挑
戦
し

頑
張
る
姿
。
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
て
伸

び
伸
び
と
遊
ぶ
姿
な
ど
様
々
な
子
ど
も
達

の
成
長
す
る
喜
び
を
一
緒
に
感
じ
て
い

く
」と
い
う
内
容
で
す
。こ
の
思
い
を
ベ
ー

ス
と
し
て
保
育
理
念
『
心
と
心
、
人
と
人

が
つ
な
が
る
、
温
か
い
丁
寧
な
保
育
を
目

指
し
て
』
を
明
確
に
し
、
保
育
の
目
標
や

方
針
に
つ
な
が
る
保
育
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
設
保
育
園
な

の
で
、
保
護
者
へ
の
説
明
や
接
し
方
に
特

に
丁
寧
に
お
こ
な
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。
日
々
の
子
ど
も
の
様
子
を
保
護
者

に
写
真
や
ボ
ー
ド
で
お
知
ら
せ
し
、
語
り

合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
も
連
絡
帳
で
の
や
り
取
り
や
送
迎
の

際
に
直
接
話
が
出
来
る
機
会
を
多
く
持
て

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
日

中
の
姿
を
知
る
事
で
安
心
し
て
保
育
園
に

預
け
て
も
ら
え
る
よ
う
信
頼
関
係
を
築
く

事
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
子
ど
も
だ
け
で
な
く
共
に
働

く
職
員
に
と
っ
て
も
信
頼
関
係
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
職
員
は
姉
妹
園
の
千
波
保
育

園
と
葉
山
保
育
園
か
ら
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
他
の
幼
稚
園
や
保
育
所
か
ら
も
集
ま

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
取
る
必
要
が
あ
り
、
よ
り

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
職

員
会
議
等
で
意
見
を
述
べ
る
場
で
も
、
自

分
の
意
見
を
出
し
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

給
食
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
初

め
て
の
集
団
生
活
な
の
で
献
立
は
家
庭
で

食
べ
て
い
る
な
じ
み
の
あ
る
も
の
や
、
子

ど
も
が
食
べ
や
す
い
も
の
を
中
心
に
考
え

て
い
ま
す
。
栄
養
士
が
直
接
保
育
の
場
に

入
る
事
で
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
好
み
や

食
べ
る
量
を
把
握
し
、
献
立
・
調
理
に
還

元
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
、
保
護
者
、
保
育
士
と
関
わ
る

中
で
日
々
の
保
育
を
常
に
振
り
返
り
、
明

日
へ
の
保
育
に
繋
げ
て
い
く
事
が
『
質
の

向
上
に
な
る
』
と
信
じ
な
が
ら
、
育
つ
子

ど
も
の
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
職
員
一
同

心
を
一
つ
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

水
戸
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人
親
愛
会

元
気
の
森
保
育
園

園
長

飯

村

美
知
子

〈自慢の園舎〉
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「
つ
く
ば
ト
ッ
ポ
ン
チ
ー
ノ
保
育
園
」
は

設
立
三
年
目
、
全
身
か
ら
す
で
に
三
十
年

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
の
実
践
を
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
発
達
に
は
「
自
然
の
法

則
」
が
あ
り
、
幼
児
期
は
人
間
と
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
身
に
つ

け
る
最
適
な
時
期
な
の
で
す
。
自
発
的
に

「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

日
常
を
秩
序
あ
ふ
れ
る
自
由
な
環
境
の
中

で
、
縦
割
り
小
グ
ル
ー
プ
保
育
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
知
性
の
芽
生
え
か
ら
獲
得
ま

で
、子
ど
も
同
士
が
憧
れ
て
真
似
し
た
り
、

知
っ
て
い
る
や
り
方
や
知
識
を
伝
え
あ
っ

た
り
、
動
き
な
が
ら
、
学
ん
で
い
ま
す
。

手
先
を
よ
く
使
い
段
取
り
の
身
に
付
く
作

業
を
子
ど
も
達
は
「
お
仕
事
」
と
呼
び
、

各
々
が
誰
の
た
め
で
も
な
い
、
好
奇
心
に

突
き
動
か
さ
れ
な
が
ら
自
分
の
た
め
に
選

ん
で
無
我
夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
達
は
自
分
の
意
志
を
働
か
せ
た
か

ら
こ
そ
、
内
面
か
ら
輝
い
て
い
ま
す
。
充

実
感
、
自
己
肯
定
感
に
満
た
さ
れ
、
他
者

を
も
認
め
る
喜
び
が
自
然
に
湧
い
て
い
ま

す
。
教
具
教
材
と
の
触
れ
合
い
で
身
に
つ

け
た
「
物
の
考
え
方
」
が
活
か
し
て
、
食

育
、
国
際
交
流
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
、
養
蚕

や
畑
作
、
博
物
館
巡
り
遠
足
な
ど
視
野
の

広
が
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
命
を
慈
し

む
体
験
を
日
常
化
し
、
三
世
代
や
地
域
で

子
ど
も
を
見
守
る
環
境
を
豊
か
に
整
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
を
未
来
の
文
化
の
担

い
手
と
し
て
手
渡
す
た
め
に
丁
寧
な
実
践

を
続
け
、
皆
の
心
を
紡
ぐ
心
の
種
ま
き
か

ら
笑
顔
の
花
が
咲
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

保
育
の
道
に
入
り
、
間
も
な
く
四
十
年

を
迎
え
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
学
生
の
頃
、

身
近
に
幼
子
が
い
な
い
た
め
、
保
育
実
習

へ
の
不
安
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
幾

度
と
な
く
実
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
気

持
ち
に
変
化
が
出
て
く
る
。「
こ
ど
も
」

と
言
っ
て
も
ひ
と
り
の
人
間
で
あ
り
、
幼

い
な
り
に
個
々
の
考
え
方
、
感
じ
方
を
持

っ
て
い
る
。私
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
、

不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
無
い
、
と
。
し
か

し
、
子
ど
も
か
ら
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る

立
場
に
な
る
と
又
、
不
安
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
で
い
い
の
か
、
私
の
保
育
は
・
・
・

と
い
う
不
安
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
縁
あ
っ

て
当
園
に
勤
務
し
、
四
十
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
保
育
士
、
主
任
保
育
士
、

園
長
と
職
位
は
変
わ
っ
た
が
、「
私
」
は

私
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ

た
と
思
え
る
自
分
が
い
る
。
仕
事
を
通
じ

て
出
会
え
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。
あ
り
が
と
う
。

突
然
話
は
変
わ
る
が
、
縁
あ
っ
て
娘
夫

婦
が
沖
縄
県
に
住
ん
で
い
る
。
先
日
そ
の

娘
の
と
こ
ろ
で
体
験
し
て
き
た
こ
と
を
書

い
て
み
よ
う
と
思
う
。

みんなの広場

「
幸
福
に
包
ま
れ
て
」

つ
く
ば
ブ
ロ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人

こ
こ
ろ
の
種
福
祉
会

つ
く
ば
ト
ッ
ポ
ン
チ
ー
ノ
保
育
園

園
長

三

上

恵

子

「
縁
あ
っ
て
」

鹿
島
神
栖
ブ
ロ
ッ
ク

白
十
字
保
育
園

園
長

野

口

と
し
子

〈おみこし わっしょい〉〈ハロィン・パーティー〉
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成
田
空
港
か
ら
三
時
間
あ
ま
り
で
、
那

覇
空
港
着
。
九
月
の
旅
行
だ
っ
た
の
で
、

暑
い
し
、
飛
行
機
か
ら
降
り
た
瞬
間
か
ら

南
国
、
そ
し
て
空
港
内
に
咲
き
乱
れ
る

花
々
。
き
れ
い
な
花
に
癒
さ
れ
な
が
ら
出

口
ゲ
ー
ト
を
目
指
す
と
、
カ
ー
ト
を
押
す

男
性
の
職
員
。
カ
ー
ト
に
は
小
鉢
に
入
っ

た
ラ
ン
の
花
が
乗
っ
て
い
る
。
カ
ー
ト
を

押
し
な
が
ら
、
飾
ら
れ
て
い
る
花
の
手
入

れ
を
す
る
方
の
よ
う
だ
。
咲
き
終
わ
っ
た

花
を
摘
み
取
り
、
水
を
や
っ
た
り
、
鉢
を

入
れ
替
え
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

手
入
れ
が
あ
っ
て
、
素
敵
な
花
々
に
迎
え

ら
れ
た
ん
だ
と
感
心
し
た
。あ
り
が
と
う
。

出
迎
え
て
く
れ
た
娘
夫
婦
の
車
で
名
護

市
内
へ
向
か
う
。
途
中
、
名
護
市
役
所
へ

寄
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
建
物
の
す
ば
ら
し

さ
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
す

ば
ら
し
さ
は
文
字
で
表
現
で
き
な
い
の

で
、
名
護
へ
行
っ
た
際
に
は
見
学
に
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

離
島
伊
是
名
島
へ
一
泊
二
日
で
出
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
船
か
ら
見
る
海
の
青

さ
、
そ
し
て
く
ら
げ
の
多
い
こ
と
。
あ
ち

こ
ち
に
ぷ
か
ぷ
か
し
て
い
る
。
沖
縄
に
は

毒
の
あ
る
生
き
物
、
植
物
も
多
い
の
で
要

注
意
で
す
。
島
内
移
動
は
、
も
ち
ろ
ん
マ

マ
チ
ャ
リ
。
暑
い
し
、
坂
道
は
あ
る
し
で

還
暦
前
の
自
分
に
は
か
な
り
堪
え
た
が
、

そ
こ
は
そ
れ
、ひ
た
す
ら
や
せ
我
慢
し
た
。

そ
の
上
、
突
然
の
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨

が
降
り
出
す
。
そ
れ
で
も
マ
マ
チ
ャ
リ
は

行
く
。
テ
ー
ブ
ル
珊
瑚
の
塀
で
雨
宿
り
を

す
る
が
、
４
人
と
も
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て

し
ま
っ
た
。
で
も
寒
く
は
な
い
。
互
い
の

姿
を
見
て
は
大
笑
い
の
旅
だ
っ
た
。
民
宿

で
は
、
大
き
な
布
団
に
川
の
字
な
ら
ぬ
、

川
の
字
プ
ラ
ス
１
。４
人
で
就
寝
す
る
が
、

こ
れ
も
ま
た
楽
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
紙
面
が
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
今
回
は
こ
の
あ
た
り
で
。
ま

た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
続
き
を
書
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。

当
園
は
、
定
員
九
十
名
の
民
間
保
育
園

で
、昭
和
四
十
八
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
二
十
五
年

に
園
舎
改
築
を
行
い
ま
し
た
が
、
改
築
の

こ
だ
わ
り
と
し
て
、
つ
く
ば
市
在
住
の
陶

芸
家
の
先
生
に
お
願
い
し
て
、
笠
間
焼
で

入
り
口
の
門
柱
の
園
名
、
玄
関
の
上
の
園

章
、
ホ
ー
ル
の
園
章
、
玄
関
の
タ
イ
ル
画
、

各
ク
ラ
ス
の
ネ
ー
ム
サ
イ
ン
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
玄
関
の
タ
イ
ル
画

は
、
当
園
の
各
ク
ラ
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
、

「
ひ
よ
こ
」「
り
す
」「
う
さ
ぎ
」「
き
り

ん
」
の
動
物
が
雲
の
上
で
仲
良
く
遊
ん
で

い
る
様
子
に
仕
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

保
育
目
標
は

「
健
康
で
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
」

「
い
き
い
き
と
遊
べ
る
子
ど
も
」

「
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
」

と
あ
る
よ
う
に
、
園
児
、
職
員
共
に
元
気

い
っ
ぱ
い
遊
び
、
い
つ
の
時
代
に
も
子
ど

も
は
家
庭
だ
け
で
育
つ
も
の
で
は
な
く
、

同
年
代
の
多
く
の
子
ど
も
達
の
中
で
、
育

っ
て
こ
そ
健
全
な
社
会
人
と
し
て
生
活
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
日
常
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
の
内
容
と
し
て
、
平
成
十
三
年
か

ら
表
千
家
の
教
授
に
年
長
児
が
月
二
回
茶

道
を
習
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
甘
い
和
菓

子
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
な
園
児
達
も
回

を
重
ね
る
ご
と
に
、
先
生
の
お
点
前
を
見

て
、
お
互
い
に
お
茶
を
た
て
る
練
習
を
し

あ
い
、
二
月
の
保
育
参
観
日
に
、
お
母
さ

ん
方
に
「
ど
う
ぞ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
お
点
前
を
披
露
し
て
い
る

姿
は
、
も
う
立
派
な
茶
人
の
様
で
す
。

茶
道
の
歴
史
は
、
今
か
ら
千
五
百
年
前

僧
侶
が
中
国
か
ら
お
茶
の
苗
を
も
ら
っ
て

き
た
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
茶
道
は
五
百

年
前
に
千
利
休
に
よ
っ
て
現
在
の
形
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
茶
を
た
て
て
飲
む

だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
を
含
め
て
学
び

伝
統
文
化
の
継
承
と
と
も
に
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
心
の
中
に
、
日
本
人
の
精
神

文
化
の
土
台
を
育
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
つ
れ

て
、
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て

い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
と
法
人
の
設
立
理

念
に
基
づ
き
、
働
く
親
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
あ
た
た
か
み
の
あ
る
施
設
に
す
る

た
め
、
職
員
一
同
協
力
し
て
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
園
児
が
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
、
個
性
豊
か
に
成
長
発
達
し
て

い
く
よ
う
に
、
保
育
の
専
門
職
と
し
て
、

最
善
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
育
雑
感

常
総
ブ
ロ
ッ
ク

安
静
保
育
園

園
長

久
保
谷

壽
美
子

〈私 海人？〉

〈お茶会〉

―１３―

県 保 協



―１４―

県 保 協
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編 集 後 記

今年の流行語大賞の「インスタ映え」、私も広報委員として写真を載せる機会を頂き、
被写体の構図等に少々興味が出てきました。シャッターチャンスを伺いながら、自分の納
得できた一枚に仕上がった時、皆に見てもらいたい気持ちになりました。先日は、我が子
に「お母さんにしては、いい写真が撮れたね」と認められ、今後の趣味の一つにしようか
と企み始めました。
保育通信の編集に少しでも従事できた事、皆様に感謝いたします。最後まで、お読み頂

き、ありがとうございました。 （М・Ｋ）

この保育通信は、共同募金分配金をうけて作成しています。



毎
号
、
綴
込
ん
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

各
職
員
に
回
覧
し
て
く
だ
さ
い
。




